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STATEMENT

生と死の気配に触れるとき、私たちは自らの足が確かに地面に
つく感覚を覚える。だが、濁流のように押し寄せる時間のなかで
は、その確かささえ失われてしまう。昨日誰と話し、何を食べたか
すら覚えていない薄弱な記憶の積み重ねのなかで、まるで千鳥
足になってしまいそうである。本展に集う三人の作家は、そんな
私たちの首根っこを掴み、宿命的に私たちと結びついている「時
間」と「生」と「死」、そしてそれに絡み合う人間の情念がもつ強靭
さとしなやかさを、それぞれの手法によって鮮烈に示してくれる。
中川幸夫は、戦前に生まれ、叔母をきっかけにいけばなと出会
い、前衛いけばなという新しい領域を切り拓いた大家である。彼
は生涯を花と向き合うことに捧げ、「付き合いなんだよ。いちばん
よく花と自分とがわかるという状態。人間同士だって同じでしょ、
よく付き合わなきゃ相手がわかんないわけよ」と語っている。そ
の言葉どおり、芽吹きの祝祭も、衰退や死の陰りも、さらには
生 し々い苦みや痛みさえも、すべてに分け隔てなく尊厳を持って
「付き合う」を徹底していたのではないだろうか。中川の手にかか
ると、生命の始まりと終わりに隔たりはなくなり、等しく抱え込ま
れ、圧倒的な美と強さを放つ。そこにあるのは、結果として美しい
かどうかではなく、過程をも含めてあらゆる局面を美へと昇華し
ようとする執念に思う。越後妻有で催された《天空散華・妻有
に乱舞するチューリップ―花狂―》では、ウィーン少年合唱団の
歌を背景に、天から切り落とされたチューリップの花びらが舞い
降り、大野一雄がその中で踊った。チューリップは次世代の球根
を残すために最盛期に花を刈り取られる宿命を背負う。本来な
らば人間の手によって花を落とす必要はないはずだが、人間が
介入することで生命は犠牲を強いられる。中川はその暴力性を自
覚しつつも、そこに弔いと祝祭の同時性を見出し、花と人間が交
錯する光景を創出した。いけばなは本来、生命を断ち切る行為で
あり、植物から見れば人間は侵略者である。中川はそのことを心
に抱きながらも、それでもなお花を生けずにはいられなかったよ
うにも感じる。その取り憑かれたような執念が、狂気と美を同居
させる稀有な作品を生み出したのではなかろうか。
Houxo Que は、アナログからデジタルへの過渡期を青春期に体
験し、青年期にはインターネットと液晶ディスプレイの普及をリア
ルタイムで経験した世代に属する。Que にとってディスプレイと
は、単なる映像再生装置ではなく、現代社会において人々の生
活を覆い尽くす「イメージ消費社会」の最たる象徴である。そこに
映し出されるものは現実の写しでありながら、同時に現実を凌駕
して私たちの感覚を支配する「虚像のリアリティ」である。私たち
は日々、無数の映像や画像に触れ、それらを通じて世界を理解
しているが、そのイメージは軽やかに消費され、やがては現実と
区別がつかないほどに溶け込んでいる。彼の代表的なインスタ
レーションにおいて、モニターは単管パイプで突き刺され、機能
を奪われた「仮死状態」として観者の前に置かれる。それは単に
壊れた機械を提示しているのではなく、私たちの生き方そのもの
を鏡のように映し出す仕掛けである。観者はその光景を目にする
とき、自らが質量を持たないイメージの中に依存し、物質的な身
体を持ちながらも精神的な身体を失いつつあることに気づかさ
れる。イメージの世界に没入する私たちは、実際には生きながら
にして「仮死状態」に陥っているのではないか──Que の作品
は、そうした不穏な問いを観者に突きつける。彼の手によって、も
ともとはただの製品に過ぎなかったモニターは、まるで「仮想の
生命体」のように観者の前に屹立する。Que は、自然の花に対し

ても人工の機械に対しても同じ眼差しを注ぐ。彼は薔薇の枯れ
ゆく姿に「威厳ある美しさ」を見出すというが、それと同様に、消
費社会の歯車として生産され、使われ、そして予定調和的に死を
迎える人工物にもまた、死の尊厳が宿ると考えているのである。
モニターの寿命は、自然の生のように偶然や必然によって閉じる
のではなく、あらかじめ設計された人工的な時間の中に組み込
まれている。そのことは、自然に生まれ、老い、死んでいく生命の
リズムと鋭く対照をなす。Que の作品は、この二つのリズム──
自然の寿命と人工の寿命──が同時に乱立する現代社会の状
況を可視化し、私たちが今後ますます人工物と共に生き、そして
死と向き合わざるを得ない宿命を示唆している。
大竹舞人は、消費社会のなかでいわゆる B 級品とされるような
布を素材として選び取る。その布は、機能や品質の基準を満たさ
ないがゆえに取りこぼされ、価値を失いかけた存在である。大竹
は、それらを強い力を込めて自らの手で編み上げていく。編まれ
る布は、もはや「廃棄物」ではなく、彼の身体を通じて新たな生
命を吹き込まれ、再び立ち上がる存在となる。彼の制作には常に
「ルール」が設定される。そのルールは一つではなく、時には編み
方の規則であり、時には制作のリズムであり、あるいは社会に存
在する目に見えない規範や作法を写し取ったものである。私たち
が日常生活のなかで知らず知らず従っている「同調圧力」や「暗
黙の了解」、そうした社会的な枠組みが大竹の制作の背景に置き
換えられるのだ。彼は布を編むたびに、その社会的ルールに従属
しながらも同時に、そこから逸脱していく。長時間に及ぶ反復作
業のなかで、彼の身体は次第に変容する。意識と無意識のあわ
いを行き来し、人間でありながら機械のようにひたすらルールに
従い続ける存在へと近づいていくのである。だが、彼は完全な機
械になることはできない。感情を持つ人間であるがゆえに、疲労
や感覚の揺らぎが作品ににじみ出る。その瞬間、大竹の身体は
「半人間半機械」となり、彼自身が語るように「トランス状態」に
入るのだ。こうして編まれた布は、もともと平面として存在してい
たにもかかわらず、いつしか自立し、壁や建築物のように空間に
立ち上がる。そこにある形は、設計図や予定調和に従ったもので
はなく、ルールに従いながらも身体の反復運動の中から自然発
生的に生まれてくる造形である。そこには必ず「エラー」が潜み、
だからこそ唯一無二の存在感を放つ。大竹の作品は、私たちが
社会のルールに従いながら生きる存在であること、しかし同時に
常に逸脱の可能性を内包している存在であることを、布という身
近で脆弱な素材を通じて可視化する。消費社会の中で「生産」さ
れて価値を失った布は、大竹の手にかかることで、新たに「誕生」
する。生産の論理から取りこぼされたものが、彼の身体を媒介に
して再び立ち上がるとき、そこには「生産品から生命体へ」という
転換が起きるのである。
三人の作家はそれぞれに、花、モニター、布を通して、人間と時
間、生と死における宿命的関係を異なる仕方で描き出す。中川は
花と人間の関係に潜む暴力性と慈しみを同時に抱え込み、生命
体としての人間の在り方を問う。Houxo Que は消費社会におけ
る人工物を仮想生命体として立ち上げ、半生命体としての人間
の姿を映し出す。大竹は生産品として価値を失った布に生命を
吹き込み、社会と人間が相互に規定し合う姿を現象化する。三
者三様の実践を通して私たちは、自然と人工、祝祭と弔い、狂気
と美が交錯する中で、人間がいかに生き、死に、社会と「向き合
う」のかという宿命的な問いに立ち会うことになるのである。



ある構造をもった対象の生成を通じて「行為」を物質化させ
る。制作は事前に定められたルールに基づき行われ、その指

示に従って行為を反復することで、自身の身体を道具のよう
に扱う。

主な展覧会歴（個展、グループ展、アートフェア、受賞歴、その他）

個展
2025 「血と汗」　SHUTL | 東京
2024  「火を掴む」　Marco Gallery | 大阪
2020 「-Maito Otake- Solo Exhibition」　Marco Gallery | 大阪
2018 「ファッションブランド ayâme との合同展示 “bloom”」　GALLERY | 東京
2017 「SYSTEM（line）」　ANAGRA | 東京

グループ展、イベント
2025  「150 年」｜東京
2024 「連帯感」　Point of Parallel｜大阪
 「Saturday Night Once More」curated by Marco Gallery　WALL_alternative | 東京
 「Around There」　Marco Gallery | 大阪
 「TOPOLOGY」　WHAT CAFE | 東京
 「Let’s protect me」　THE KNOT TOKYO Shinjuku | 東京
2022 「点線面立体」　Marco Gallery | 大阪
2021 「Art drops」　Marco Gallery | 堺
2019 「“ポスト技術立国”展」　GALLERY KOGURE | 東京
 「ART START UP 100」　代官山ヒルサイドフォーラム | 東京
 「東京藝術大学先端芸術表現学科修了作品展」　東京藝術大学 | 東京
2018 「アタミアートウィーク」　スターレーン | 静岡
 「MASK EXHIBITION」　ANAGRA | 東京
 「イベント、公開制作展示 “NIKE Ateliair”」　東京
2017 「多摩美術大学テキスタイルデザイン卒業作品展」　多摩美術大学 | 東京
 「NIF YOUNG TEXTILE 2017 展」　東京ビックサイト | 東京
2015 　アーティスト集団Tokyo Good Boys によるグループ展WORKINPROGRESS」
  ORANGE gallery | 東京
 「colorful 展」　colorful café | 神奈川
 「MY duo 2015」　Shonandai MY Gallery | 東京
2014  Expected Artist 2014」　Shonandai MY Gallery | 東京
 
アートフェア
2024 「Five Galleries Art Fair in Spiral 2024」exhibited by Marco Gallery
  スパイラルガーデン | 東京

大竹舞人 Maito Otake

東京都生まれ。東京藝術大学彫刻領域博士後期課程修了。
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1941 年に華道家元池坊に属していた叔母のもとでいけばな
を始める。戦後、作庭家の重森三玲の推挙により「いけばな
芸術」で作品が紹介されると世間の注目を集めるが、白菜を

丸ごと生けた作品「ブルース」について家元と衝突し、1951
年に流派を去る。その後は流派に属さず、弟子も取らず、独
自の花による表現を追求。

主な展覧会歴（個展、グループ展、アートフェア、受賞歴、その他）

98年にはカルティエ現代美術財団の企画展「Être nature」（フランス、パリ）に写真作品を出品。2002
年「第2回大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ2003」のプレイベントにて、舞踏家・大野一雄
とのコラボレーション「天空散華　中川幸夫『花狂』」を披露。

そのほかの主な個展に「第20回オマージュ瀧口修造　中川幸夫―献花オリーブ」（ザ・ギンザアートス
ペース、東京、2000）、「有隣荘・中川幸夫・大原美術館」（大原美術館有隣荘、岡山、2003）、
「花人　中川幸夫の写真・ガラス・書―いのちのかたち」（宮城県美術館、丸亀市猪熊弦一郎現代美術
館、香川、2005）など。

中川幸夫 Yukio Nakagawa

1918 年香川県生まれ。



花坊主



2014 年　「16,777,216view」BCTION（東京）
2014 年　「STAR collaboration project with Sakba Tokiya」2.5D（東京）
2014 年　「光茶会」SHUHALLY（神奈川）
2012 年　「Print and Paint」アート京都（京都）
2012 年　「Post dpi」Hidari Zingaro（東京）
2011 年　「文化庁メディア芸術祭 ドルトムント展」Hartware MedienKunstVerein
 （ドイツ、ドルトムント）
2010 年　「Hana to Diamond」Compond Gallery（アメリカ、ポートランド）

受賞
 2015 年　第 19 回文化庁メディア芸術祭 審査員推薦《16,777,216view #2》 
 
 
コミッション・企業協賛 
2018 年　「NIKE ATELIAIR: TYO ON AIR」NIKE ATELIAIR [ 表参道ヒルズ ]（東京）
2016 年　「VOGUE FASHION'S NIGHT OUT TOKYO 2016」JOURNAL STANDARD relume（東京）
2015 年　「Paris Premieres Roses 2015」Yves Saint Laurent（パリ）
2013 年　「LaneCrawford」（北京、香港）
2013 年　「Tokyo Chocolate」メリーチョコレートカムパニー（日本）
2010 年　「Granimator™ iPad APP Artist Pack」Yves Saint Laurent（イギリス）
2010 年　TOPSHOP（イギリス）
2010 年　NIKE Idea Lab（アメリカ、ポートランド）

1999 年グラフィティを始める。10 代でグラフィティと出会
い、ストリートで壁画中心の制作活動を始める。以後現在まで
蛍光塗料を用いたペインティング作品とブラック・ライトを

使用したインスタレーションで知られる。作品の制作過程を
ショーとして見せるライブペイントも数多く実施。2012 年頃
よりディスプレイに直接ペイントする手法で制作を始める。

主な展覧会歴（個展、グループ展、アートフェア、受賞歴、その他）

個展
2026 年　「不気味で美しい労働」　KANA KAWANISHI GALLERY（東京）
2025 年　「照明、が与えられたとて」　SIGNAL（東京）
2023 年　「YOU CAN (NOT) RELATE.」　KANA KAWANISHI GALLERY（東京）
2020 年　「Proxy」　Gallery OUT of PLACE TOKIO（東京）
2018 年　「apple」　Gallery OUT of PLACE TOKIO（東京）
2018 年　「Spectrum File 19: Houxo Que」　MINA-TO [ スパイラル 1F]　（東京）
2017 年　「SHINE」　ART ZONE（京都）
2015 年　「spectrum」　西武渋谷店 オルタナティブスペース（東京）
2015 年　「16,777,216views」　Gallery OUT of PLACE TOKIO（東京）

グループ展、イベント
2025 年　「150 年」（東京）
2025 年　「Alternative Living 展」SusHi Tech Square（東京）
2023 年　「『お分かりでしょうけれど、私は画家であることをやめてはいません。』」
　　　　　ソノアイダ /Watowa Gallery（東京）
2021 年　「Reborn-Art Festival 2021-22：利他と流動性 [ 前期 ]」　旧千人風呂（宮城）
2020 年　「ANB TOKYO オープニング展『ENCOUNTERS』」ANB TOKYO（東京）
2019 年　「荒渡巌｜Houxo Que ディスプレイの光」　関内文庫（神奈川）
2019 年　「TOKYO 2021 un/real engine：慰霊のエンジニアリング」　TODA BUILDING（東京）
2018 年　香月恵介 × Houxo Que「NOUMENON」　TAV GALLERY（東京）
2018 年　CANCER「THE MECHANISM OF RESEMBLING」　EUKARYOTE（東京）
2017 年　カオス * ラウンジ新芸術祭 2017 市街劇「百五〇年の孤独」いわき市泉駅周辺（福島）
2017 年　「pop & street」　西武渋谷店 美術画廊＆WAG GALLERY（東京）
2017 年　「WSK AXIS 2017」De La Salle-College of Saint Benilde, School of Design and Arts
 （フィリピン、マニラ）
2016 年　「MERZ」　HAGIWARA PROJECTS（東京）
2016 年　「Windows」　Gallery OUT of PLACE TOKIO（東京）
2016 年　「アートラインかしわ」　柏 高島屋（千葉）
2016 年　「オールピスト東京 2016」SuperDeluxe（東京）
2015 年　「NEO JAPAN, digitale Techniken in Malerei und illustration」MICHEKO GALERIE
 （ドイツ、ミュンヘン）

Houxo Que
1984 年東京生まれ。
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2016 年　「アートラインかしわ」　柏 高島屋（千葉）
2016 年　「オールピスト東京 2016」SuperDeluxe（東京）
2015 年　「NEO JAPAN, digitale Techniken in Malerei und illustration」MICHEKO GALERIE
 （ドイツ、ミュンヘン）



「どうせいつかみんな忘れる」



Death by proxy #3



NUMENON #2



Marco Gallery

Opening Hours : 13:OO–18:OO
Closed : Monday / Tuesday / National Holidays

Wednesdays by appointment only
On the final day of the exhibition, closing time is 17:OO

お問合せ：info@marcoart.gallery
大阪府大阪市中央区南船場 4-12-25 竹本ビル 1F,3F,4F

Takemoto BIDG 1F,3F,4F 4-12-25 Minamisenba Chuo-ku,
Osaka City, Osaka, Japan

Tel: +81 06-4708-7915 E-mail: info@marcoart.gallery




